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令和４年足寄町予算審査特別委員会議事録（第３号） 

令和４年３月１８日（金曜日）     

 

◎出席委員（１２名） 

   １番 多治見 亮 一 君   ２番 高 道 洋 子 君 

   ３番 進 藤 晴 子 君   ４番 榊 原 深 雪 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 熊 澤 芳 潔 君 

   ７番 髙 橋 健 一 君   ８番 川 上 修 一 君 

   ９番 髙 橋 秀 樹 君  １０番 二 川   靖 君 

  １１番 木 村 明 雄 君  １２番 井 脇 昌 美 君 

 

◎欠席委員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   藤 代 和 昭 君 

足寄町農業委員会会長              齋 藤 陽 敬 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   松 野   孝 君 

福  祉  課  長   保 多 紀 江 君 

住  民  課  長   佐々木 雅 宏 君 

経  済  課  長   加 藤 勝 廣 君 

建  設  課  長   増 田   徹 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   伊 藤 啓 二 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第４１号 令和４年度足寄町一般会計予算 

 日程第 ２  議案第４２号 令和４年度足寄町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第 ３  議案第４３号 令和４年度足寄町簡易水道特別会計予算 

 日程第 ４  議案第４４号 令和４年度足寄町公共下水道事業特別会計予算 

 日程第 ５  議案第４５号 令和４年度足寄町介護保険特別会計予算 

 日程第 ６  議案第４６号 令和４年度足寄町介護サービス事業特別会計予算 

 日程第 ７  議案第４７号 令和４年度足寄町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第 ８  議案第４８号 令和４年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計予算 

 日程第 ９  議案第４９号 令和４年度足寄町上水道事業会計予算 

 日程第１０  議案第５０号 令和４年度足寄町国民健康保険病院事業会計予算 
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午前１０時０５分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（髙橋秀樹君）  昨日に引き続

き、予算審査特別委員会を再開いたしま

す。 

 

◎ 議案第４１号 

○委員長（髙橋秀樹君） 議案第４１号令

和４年度足寄町一般会計の質疑を続けま

す。 

 令和４年度一般会計予算書の１０ペー

ジ、歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款町税の第１項町民税、質疑はあり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項固定資産

税。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） 固定資産税の関係

なのですけれども、太陽光パネルの設置が

最近よく見受けられるのですけれども、こ

れは固定資産税に該当するのだと思うので

すけれども、自分が想像する分には、何と

いうかな、結構いい値段するのかなと、太

陽光パネルというのは。ということは、固

定資産税にも結構かかってるのかなと想像

するのですけれども、その関係、トータル

では分からないだろうし、金額的にどうな

のかということをお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君）  佐々木住民課

長、答弁。 

○住民課長（佐々木雅宏君） 償却資産の

申告をさせるに当たって、うちのほうから

償却資産申告のしおりというのを農業者で

すとか事業者にお送りしているのですけれ

ども、その中で太陽光発電設備について説

明されております。事業の用に寄与してい

る太陽光発電設備は設置者、設置方法によ

り償却資産の申告の対象になります。土

地・建物とはまた異なって、償却資産とい

うことで課税の対象になっているようでご

ざいます。 

 そこでまたさらに区分がございまして、

余剰電力を売っているのか、あるいは全量

事業用として売電しているのかによって、

さらに課税されるされないというのが分か

れてきます。個人については、余剰売電、

余剰電力を売ったものに関しては課税対象

外ですので、自家用に幾らかでも電力を、

太陽光パネルの電力を使っていれば基本的

には課税はされないと。ただ法人に関して

は、余剰電力を自家用に使って残りを事業

用に使っていたとしても事業用の資産とみ

なされて、法人の場合は余剰売電をしてい

たとしても課税の対象になってしまいま

す。また、全量売ったという場合は、個人

であろうと法人であろうと、事業用の資産

として課税の対象になるということでござ

います。 

 うちのほうは、経済産業省の資源エネル

ギー庁のホームページに認定事業者の公表

用のホームページがございまして、そこか

らいろいろと太陽光パネルの設置に関して

調べているところでございます。町内に

は、７８か所あるようでして、そのうち１

か所は教育委員会が設置したものですの

で、課税の対象になっているものとしては

７７か所というふうに数えられます。 

 ただ、大変申し訳ないのですけれども、

それの評価額がどれぐらいかというのは

ちょっと押さえきれなかったということ

で、御容赦願いたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） この太陽光パネル

に関しましては、昨日地球温暖化の再生エ

ネルギーの関係でも質問させてもらったの

ですけれども、今後もそんな関係で太陽光

パネルの設置されていくのかなと、ちょっ

と想像しております。 

 ということは、少しでも町にとっては固
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定資産税入っていいという解釈でよろしい

のでしょうかね。その辺お聞きします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、佐々木住

民課長。 

○住民課長（佐々木雅宏君） 太陽光パネ

ルの関係ですけれども、資源エネルギー庁

のホームページに掲載されているのは、計

画段階のものも含めて申請が出たよという

ものと思われまして、ただ実際にそれが供

用されているかされていないかというの

は、やっぱり聞き取りで調べてみないと分

からないというところでございます。です

ので、うちのほうは実際にもう通電をして

いて供用されているものに関しては課税す

るということになります。 

 今後、町内ぐるぐる回ってますと、例え

ば大誉地のほうですとか、国道沿いでも愛

冠の市街ですとか、芽登の市街にも一部

あったような記憶もございますし、あるい

は農家のほう見ますと、多分自家用か事業

用か判別はつきませんけれども、農家さん

もかなりどんどんと太陽光パネル設置して

いるというところは増えてきているようで

ございます。それはうちのほうはそれを事

業用として使っているのか自家用として

使っているのか、それをきちんと確認した

上で課税していくということになりますの

で、増えることに関してはやはり固定資産

税増えると、償却資産としての固定資産税

増えるという部分で町にとっては収入とし

ては助かるものなのかなというふうには考

えます。 

 以上です。（「分かりました」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項軽自動車

税、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第４項たばこ

税。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５項入湯税。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款地方譲与

税の第１項自動車重量譲与税。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項地方揮発

油譲与税。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項森林環境

譲与税、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

利子割交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

配当割交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １４ページ、第

５款、第１項株式等譲渡所得割交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第６款、第１項

法人事業税交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第７款、第１項

地方消費税交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第８款、第１項

環境性能割交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第９款、第１項

国有提供施設等所在市町村助成交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１０款、第１

項地方特例交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１１款、第１

項地方交付税、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１２款、第１

項交通安全対策特別交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（髙橋秀樹君） 第１３款分担金

及び負担金の第１項分担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項負担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １８ページに入

ります。 

 第１４款使用料及び手数料の第１項使用

料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項手数料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２２ページに入

ります。 

 第１５款国庫支出金の第１項国庫負担

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項国庫補助

金、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項国庫委託

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２６ページに入

ります。 

 第１６款道支出金の第１項道負担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第２項道補助

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第３項道委託

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３２ページ、第

１７款財産収入の第１項財産運用収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項財産売払

収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１８款、第１

項寄附金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第１９款繰入金

の第１項基金繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項特別会計

繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２０款、第１

項繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２１款諸収入

の第１項延滞金、加算金及び過料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第２項預金利

子。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項貸付金元

利収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項受託事業

収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５項雑入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４４ページ、第

２２款、第１項町債、質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

 １２番井脇委員。 

○１２番（井脇昌美君） ここで、歳入歳

出の関連があるものですから、総括でさせ

ていただいているのですけれども。 

 生産物の売払収入で所管でちょっと質疑

もさせていただいた経過があるのですけれ

ども、先般の一昨日、３１号の議案で補正

予算で審議されまして可決されているので

すけれども、それと関連した中で、歳出の

ほうで補正予算で処理されております。可

決された中で、この生産物売払収入、ペー

ジ数からいうと３３ページから３５ページ

に  しているのですけれども、生産物売
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払収入というところですね。 

 それで、これ１年という単位、意味は分

かるのです、１年ということは。ですけれ

ども、これは昨年度３１号でも歳出で話さ

れているように、また売払収入として昨年

は１億１,２００万円収入があるわけです

よ。１億１,２００万円、３１号に載ってい

ますけれども。それで、あまりにも雑駁過

ぎるのではないかと、１円ということは。

それで、当町の町有林、収穫調査の予定は

ないのですか。本年度の予算ですから。計

画がないのかあるのかということです、ま

ず。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、加藤経済

課長。 

○経済課長（加藤勝廣君） 計画としては

ありませんけれども、予定する売払いの数

はございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １２番井脇委

員。 

○１２番（井脇昌美君） 計画としてはな

いけれども予定はあるという解釈はどのよ

うな解釈をすればいいですかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、丸山副町

長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 今回、査定の中でも実績、平年ベースで

経常すべきではないかという論議もありま

した。これまでほとんど副議長言われるよ

うに、当初予算では乗せないで見込みがで

きて、本当に予定価格と売払価格の差が非

常に大きくて、また売払いの山を確定して

これだけ売るとかというのも当初の予算を

出す段階ではきっちり決めれない。これが

計画が固まっていないというところで、な

かなか予算計上額としてある程度出したら

いいのではないかという論議もあったので

すけれども、不確かな歳入見込みもどうな

のでしょうということで、例年どおり科目  

追加させて１,０００円というふうに出させ

ていただきました。 

 本当に例年ベースでいったら、この木材

市況でいったら、令和３年度以上も見込め

るのかなというところは正直なところござ

いますが、今回計上しなかったのは例年

ベースできちんとした、この山でこの材積

でこの単価というような数値が予算要求段

階でできなかったもので、例年どおりの、

売ることは売る予定はしているのだけれど

も、計画値としてきちんと予算計上できる

ような段階でないというようなことで、査

定の中でこのような数値で上げさせていた

だいたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） １２番井脇委

員。 

○１２番（井脇昌美君） そういうような

協議もなされたということで理解はしてい

るところですけれども、例えばですよ、次

になぜそのようなことを再度お話ししたか

と、寄附金の中でふるさと納税、次の欄に

ありますよね。１億円と出てますよね。こ

れだって１億円などここ３年間なってない

のですけれども、仮にやっぱりこういうよ

うな収入の予算を立てるわけですよ。そう

して、年度締めに減額だとか、言わば逆に

増額というのを正せばいいわけで、予定が

全く、基幹産業でこれだけ大きなこの流域

でも、この間も本別の人に会ったのですけ

れども、足寄はいいよなと、すごいカラマ

ツ、そうです、本別で去年で２,０００万円

売ってないのですから、売却してないので

すから、本別町で。陸別はそれに満たない

のですから。それが足寄は１億１,２００万

円という大きな、本当に先人が大事に大事

に育ててきた、このようなことを夢見て、

やっぱり今日実っているわけですよね。そ

の所管が何だか実感あるのかないのか、い

やいや行き当たりばったりという、私当初

にちょっと誤りあったのですけれども、１

円と言ったのですけれども、１,０００円と

いう単位で出してきているものですから、

行き当たりばったりで常にそんな事業を
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やっているのかなと。仮に、去年が１億１,

２００万円ですから、これは今年はもっと

やっぱり１億２,０００万円ぐらい、単価も

いいようだから、それで僕はあってもいい

と思うわけです。その財源もまたいろいろ

な中に、町としての流用ができるわけです

から。それは減額になったからなぜあれし

た、例えば予定を組んでいたのだけれど

も、事業の言わば発信、入札行為がちょっ

とできなかったとか、いろいろなもろも

ろ、それはそれでいいわけですよ、減額す

ればいいわけですから。ただ、目標がこの

１,０００円というのはやっぱりちょっと考

えるべきではないのかなと。だから町とし

て事例でふるさと納税のことも言ったので

すけれども、ここも５,０００万円、７,０

００万円しかあれしない、１億円やっぱり

見ているわけです。それだけやっぱり願っ

ているのですよ。何とかやっぱり商品の開

発も進めて、何とかその効果もあってこれ

ぐらいお願いできないかなと。私はそれで

いいと思うのです。また返礼品の予算も見

ているわけですから。 

 だから、私はこのことに対してのやはり

先の見通しというのを、計画をきっちり組

んで、今年はこれだけの数量、私さっき

言った収穫調査ですよね、予定したいのだ

と。この予定と結果は別ですから。予定し

てもできない場合もありますし、予定して

も市場、市況が落下したときにはストップ

かけるときありますから、それほど生き物

ですから、木材というものは。私はそうあ

るべきだと思うのですけれども。 

 もう１点、水源林造林というのは非常

に、足寄町に対してはもう十勝の中でも足

寄町しかない特権なのですけれども、水源

林造林の立木は今年新年度令和４年度の報

告どのようになっていますかね。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、丸山副町

長。 

○副町長（丸山晃徳君） 水源林のほうの

分収の収入につきましては、予算書４０

ページの水源林造林事業収入で本年度につ

きましては９,６３４万３,０００円を計上

しております。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １２番井脇委

員。 

○１２番（井脇昌美君） 大変失礼しまし

た。その水源林のほうは、後のほうで予算

化されているということなのですけれど

も、この水源林の売却の６０％が当町の手

数料として落下というか、頂けるというこ

とは課長もちろん御存じですものね。そう

いう中でやはり私は、林業の今の力という

のは本当に大きく貢献しているわけですか

ら、１,０００円、１,０００円、１,０００

円はあまりにも何か寂しいというかです

ね。私はその見方というのはしっかりした

調査の、結果は別ですよ、結果は、予定で

すから。さっきも言ったようにくどいよう

ですけれども、立木というのは生き物です

から。途中で酸欠起こして死ぬ場合あるわ

けですから。そういうものに、まして基幹

産業の中で予定が立てれない、行き当たり

ばったりで相変わらずやっているのかな

と。そのようなことの誤解がないような、

今後協議してもらって、今回の場合はこれ

で説明していただきましたから理解はいた

しましたけれども、明年度のまた予算の中

で、令和５年なら５年度の予算の中でまた

皆さんと協議してもらって、例えば森林総

研の基となる、それから当町の町有林、民

有林関係ないですからね、森林組合の管轄

関係ないですからね。町有林だけですから

ね。それの計画だけ出せばいいわけです。

そんな難しいことでないはずです。そんな

に、これぐらいの大体今年８,０００万円ぐ

らい予定するかと、内部で協議してこれぐ

らいの数量だなと。対象とする場所、林道

がここだなと、奥斗状だなと、大誉地だな

と、それでいいわけですから。林道が全部

載ってますから。そういうようなことを表

していただくと、各議員さんも、今年こん
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なにやっぱり伐採して、また切って、足寄

町の収入になってくれるのだなと実感で出

るわけですよ。１,０００円、１,０００

円、１ ,０００円は何だろうなという、

ちょっと誤解を生じることもあるものです

から、これはあくまでも来年に対してのこ

とを含めて協議していただきたいなと思い

ます。どうですかね。 

○委員長（髙橋秀樹君）  答弁、渡辺町

長。 

○町長（渡辺俊一君） 水源林造林につき

ましては、水源林造林係る経費全ては国の

ほうから来るという形になっていまして、

造林、新しく契約したところに造林をした

りだとか、それから造林をした後に下刈り

やったりだとか、間伐やったりだとか、そ

ういったときに国から係る経費が全額来る

という形になっています。 

 今回も歳出のほうでは１５６ページのほ

うで水源林造林事業ということで９,６００

万円ぐらいの金額を見ておりまして、それ

で、先ほど言いました４０ページのところ

で、水源林造林の事業収入というのをこれ

また国から来るお金ということで９,６００

万円、同額で見ているところであります。 

 そういったことでやって、森林が伐期に

来て、入札して木を売るということになっ

たときに、その収入の６割が地元にという

か、足寄町に入ってくるという形になっ

て、非常に足寄町にとっては非常にありが

たい事業だなというように思っているとこ

ろです。かかる経費については国で見てい

ただいて、伐期に来たときに、その収入の

うちの６割を土地代ということになるのか

なとかというようにも思いますけれども、

そういう形で入ってくるということで、そ

この自治体にとって非常に有利な事業であ

るというように思っております。 

 それから、町有林伐採、毎年毎年やはり

伐採をしないと次に造林ができないだとか

という、やはり町の林業、森林の体系を見

てもやはり伐期が来たものについては切っ

て売って、その後にまた造林をするという

形で、循環していかないとなりませんの

で、毎年毎年幾らかの木を切っていくとい

う。それで、循環をさせていくという形で

整備をしているところであります。井脇委

員、副議長には全然僕が説明するようなこ

とではないですけれども、そういう形に

なっています。 

 それで、今回の事業収入で、そういうこ

とですから、毎年毎年木を切って売るだと

かという行為が必ず出てくる。そういった

ところで、必ず収入があるのではないかと

いうことでございますけれども、今までも

多分この部分についてはどれぐらいの量を

どれぐらい売るのかというのは、年度当

初、１２月の予算つくる段階ではきちんと

していないという部分もあって、予算をき

ちんと立木の収入があるのですよというと

ころで予算だけはきちんと科目を取ってい

きましょうということで、１,０００円の予

算を見ているところであります。実際に、

町の予算は収入支出同額になります。収入

と支出同額で見てますから、そのときに収

入に合った支出をできればいいのですけれ

ども、収入が例えば減ったときに支出のほ

うだけ多くなってしまうと、年間の収支の

バランスが狂ってくるということになりま

すので、幾らで売れるか、幾ら分の木を売

るのかというのがはっきりしていない段階

で、例えば今年は５００万円だとか、来年

１,０００万円だとかというようなのはなか

なか予算の組み方としては難しいというこ

とであります。 

 森林は生き物ですから、ということです

から、やはりそのときそのときの相場とい

うのもかなり変わってくるというところ

で、予算の見方というのは非常に難しいも

のだというふうに思っています。そういっ

た意味で、今までも毎年毎年の予算の段階

では１,０００円ということで予算を、立木

の収入がありますよと。これはあるのです

よということで科目は取ってある。そし
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て、実際に売れただとか、金額が確定をし

た段階で、補正予算の中で補正をしていく

という形で今までやってきてますので、

やっぱり当初予算で最初から幾らというの

は見るのはなかなか難しいのかなというよ

うに思っています。 

 それから、先ほどふるさと納税だって１

億円寄附を見ているけれども、実際に来る

ところは分からないではないかというとこ

ろはあります。確かにあるのですけれど

も、この１億円の部分については、ふるさ

と納税の部分については、ふるさと納税１

億円来たらこれに対する返礼品だとか、そ

れからそれを基金に積み立てる基金積立金

だとか、それからその中でかかる経費、こ

れだれかかりますよというのをやっぱり１

億円の予算の配分の中で見ていくというよ

うな形になっていて、一定程度予算をつく

る段階での配分といいますか、バランスと

いうのを見ながらつくるという形になって

いますので、なかなかふるさと納税とそれ

から立木の売払収入と、これはなかなか一

緒になっていかないのかなというように

思っているところでありますので、御理解

いただければと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君）  １２番井脇委

員。 

○１２番（井脇昌美君） 分かりました。 

 それで、町長の説明は十分分かります。

そのほかの森林総研の在り方というのは、

足寄、当町の場合は、計画はゼロですか

ら、これはあり得ないですから、向こうか

らの、分かりやすくいうとあてがいぶちで

すから。これだけです、足寄さんこれだけ

ですからと。こちらからこれだけの、言わ

ば容量を計画組むということは、これはと

んでもないあれですから。あってはならな

いのですよ。森林総研から札幌支店から、

これだけ足寄さんの立木に対して今年は計

画しましたからと、今年はやめますからと

あるわけですから、その辺はちょっと、た

だ唯一自分の言わば財産売払いとして計画

持てるのは町有林ですから、町有林は町長

がちょっと触れたように、循環性の中で植

栽を含めた中で、植栽というのは必ず補助

で当ててやっていますから、そこの範囲内

でこれだけ切ったらこれだけしっかりとま

た緑化できると、植栽できると、地ごしら

えと併せて並行した事業が進んでいくと、

これが正しいわけで、私はむしろそのこと

に対しても、ちょっと乱暴かもしれません

けれども、先行して、それで僕はお話しし

たことあると思うのですけれども、２年前

くらい先行して、今のいいときに処分する

というのもこれ一つの手なのですよ、町

長。町有の大きな財産ですから、この財産

には大きな町税がすごく課せられてきたわ

けですから、５０数年間の間で。ですか

ら、それが１年、２年仮にブランク、空白

あってもむしろ販売を強化して、それが財

産の有効的な処分の仕方だとも思います。

それは経済課、町のほうで考えることで

あって、我々がとやかくあれではないので

すけれども、その辺だけは森林総研だけは

計画組めないということは存じてますし、

ただ、僕も５年前ですかね。前首長にも、

この議場でお話ししたことあるのですけれ

ども、札幌支店のほうに今また林業会館の

第一会館のタケダビルからまた、去年の１

１月、１０月に移りましたから。顔出しし

てますか。僕は言われたのですから、足寄

さんは来てませんよと。それは５年前の話

ですよ、私が言うのは。そうしたら、去年

行ったか、おととし行ったか、ついででい

いですから、よろしくお世話になっていま

すと、足寄町ですと。それでいいと思うの

ですけれども、来てませんと言いましたか

ら。僕は議場でたしか５年前、前首長のと

きにお話ししたことあるのですけれども、

非常にありがたいですね。国の機関からこ

うして全て経費を１００％国で見てくれ

て、それで管理から全部費用を出してくれ

て、販売してその６割は足寄町に頂けるよ



― 10 ― 

と、こんなありがたいことないわけですか

ら、その辺も感謝しながら、何とか機会

あったら森林総研にも、余分なことですけ

れども、顔出ししてあげていただければと

思います。 

 委員長、いいですから、これで。よろし

くお願いします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括、他に

質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６ページにお戻

りください。 

 第２表地方債４件、質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １ページにお戻

りください。 

 第３条一時借入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４条歳出予算

の流用、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４１号令和４年度足寄

町一般会計予算の件を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４１号令和４年度足

寄町一般会計予算の件は、原案のとおり可

決されました。 

 

◎ 議案第４２号から議案第５０号まで 

○委員長（髙橋秀樹君） これから、議案

第４２号令和４年度足寄町国民健康保険事

業特別会計予算の件を議題といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 １４ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目連合会負担

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目賦課

徴収費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目納税奨励

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項１目運営

協議会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １８ページ、第

２款保険給付費、第１項１目療養諸費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目高額療養

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目移送費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目出産育児諸

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目葬祭諸費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目傷病
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手当金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款国民健康

保険事業費納付金の第１項１目医療給付費

分。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目後期高齢者

支援金等分、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目介護納付金

分。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款共同事業

拠出金、第１項１目共同事業拠出金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款保健事業

費、第１項１目保健衛生普及費、質疑はあ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目国保ヘルス

アップ事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目特定

健康診査等事業費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第６款諸支出金

の第１項１目一般被保険者保険税還付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２目退職被保

険者等保険税還付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目一般被保険

者保険税還付加算金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目退職被保険

者等保険税還付加算金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目保険給付費

等交付金償還金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目その他償還

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目直営

診療施設勘定操出金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第７款予備費、

第１項１目予備費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ８ページにお戻

りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項国民健康保険税、質疑は

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

道補助金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

他会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項基金繰入

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款、第１項

延滞金、加算金及び過料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第２項預金利

子。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項受託事業

収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項雑入、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま
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せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４２号令和４年度足寄

町国民健康保険事業特別会計予算の件を採

決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４２号令和４年度足

寄町国民健康保険事業特別会計予算の件

は、原案のとおり可決されました。 

 ３３ページをお開きください。 

 これから、議案第４３号令和４年度足寄

町簡易水道特別会計予算の件を議題といた

します。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 ４２ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款施設費、

第１項１目営繕費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款水道工事

費、第１項１目水道工事費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款公債費、

第１項１目元金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目利子。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款予備費、

第１項１目予備費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４０ページにお

戻りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項事業収入、質疑はありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

他会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

雑入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 
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 これから、議案第４３号令和４年度足寄

町簡易水道特別会計予算の件を採決しま

す。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４３号令和４年度足

寄町簡易水道特別会計予算の件は、原案の

とおり可決されました。 

 ５７ページをお開きください。 

 これから、議案第４４号令和４年度足寄

町公共下水道事業特別会計予算の件を議題

といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 ６８ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 

 ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） ６９ページの中ほ

ど、１２節委託料、下水道事業公益企業法

適用化支援業務８７３万４,０００円の関係

なのですけれども、どこに委託するのかと

いうのが１点と、それから令和６年から企

業会計になるわけなのですけれども、それ

に向けての支援業務を何か委託するという

ことだと想像するのですけれども、企業会

計になったら今と大まかにいってどういう

ふうに変わるのかなという２点、質問しま

す。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、増田建設

課長。 

○建設課長（増田 徹君） 答弁をさせて

いただきます。 

 下水道事業公営企業法適用化支援業務な

のですけれども、令和３年度につきまして

は、株式会社ドーコンに委託をして資料の

作成をしていただきました。令和４年度に

つきましてはこれからになりますので、入

札になろうかと思います。 

 どこが大きく変わったのかということに

なりますが、今までは単式簿記といいまし

て、通常の一般会計と同じような会計の帳

簿の記入方式で行ってきたのですが、公営

企業法の適用によって記録方法が複式簿記

というような形に変わります。予算、決算

額の方法が収益取引、資本取引に分かれる

というような形になりまして、例を示せば

足寄町の上水道事業会計の予算書、決算書

と同じような形になるというふうになりま

す。これにつきましては、今現段階で資料

の作成、それからこれから先に向かってい

く条例の改正の草案をつくったり、それを

しながら、それから勘定科目の設定等を

行って進めていくと。一応、令和６年度か

ら会計移行というような形で考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（髙橋秀樹君） ８番川上委員。 

○８番（川上修一君） これ、国がそうし

ていくということだから致し方ないことだ

とは思うのですけれども、結構面倒くさい

ですね。それで、分かりやすく受益者の方

の負担金が上がるとか、そういうことはど

うなのですか。関係ないのでしょうか、そ

の点お聞きします。 

○委員長（髙橋秀樹君） 答弁、増田建設

課長。 

○建設課長（増田 徹君） 受益者の負担

金といいますけれども、受益者負担金につ

いては変わらないです。下水道料金、使用

料については、それを基にどういった使用

料という形には一部変更の可能性も出てき

ますけれども、現在のところでいけばこの

まま行くという形で進めていきたいという

ふうに考えております。（「分かりまし

た」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はご

ざいませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目普及促進費

の第２項１目処理場管理費、質疑はありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ２目管渠管理

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款事業費の

第１項１目事業費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７６ページ、第

３款公債費の第１項１目元金、質疑はあり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目利子。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款予備費、

第１項１目予備費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６４ページにお

戻りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項負担金、質疑はありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項分担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

使用料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

国庫補助金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

他会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款、第１項

繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第６款、第１項

延滞金、加算金及び過料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項雑入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第７款、第１項

町債。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６０ページにお

戻りください。 

 第２表債務負担行為３件、質疑はありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３表地方債２

件、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４４号令和４年度足寄

町公共下水道事業特別会計予算の件を採決

します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４４号令和４年度足

寄町公共下水道事業特別会計予算の件は、
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原案のとおり可決されました。 

 ８９ページをお開きください。 

 これから、議案第４５号令和４年度足寄

町介護保険特別会計予算の件を議題といた

します。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 １０２ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目賦課

徴収費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項１目介護

認定審査会費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目認定調査等

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項１目趣旨

普及費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款保険給付

費、第１項１目介護サービス給付費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目審査支払手

数料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目高額介護

サービス費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目高額医療合

算介護サービス費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目特定入所者

介護サービス費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １１０ページ、

第３款地域支援事業費、第１項１目介護予

防・生活支援サービス事業費、質疑はあり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目介護予防ケ

アマネジメント事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目一般

介護予防事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項１目総合

相談事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目権利擁護事

業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ３目任意事業

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目在宅医療・

介護連携推進事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ５目認知症総合

支援事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６目地域ケア会

議費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ７目生活支援体

制整備事業費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項１目審査

支払手数料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第４款諸支出

金、第１項１目第１号被保険者保険料還付

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款予備費、

第１項１目予備費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま
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せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ９６ページにお

戻りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項介護保険料、質疑はあり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

負担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

国庫負担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項国庫補助

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

支払基金交付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款、第１項

道負担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第２項道補助

金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第６款、第１項

他会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第７款、第１項

繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第８款、第１項

延滞金、加算金及び過料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項雑入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第３項預金利

子、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４５号令和４年度足寄

町介護保険特別会計予算の件を採決しま

す。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４５号令和４年度足

寄町介護保険特別会計予算の件は、原案の

とおり可決されました。 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩のため、１

１時１０分まで休憩といたします。 

午前１０時５９分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

○委員長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会

議を再開いたします。 

 １２５ページをお開きください。 

 これから、議案第４６号令和４年度足寄

町介護サービス事業特別会計予算の件を議

題といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これより質疑に入りま

す。 

 １３６ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款介護サー

ビス事業費、第１項１目特別養護老人ホー

ム運営費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

１目予備費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １３２ページに

お戻りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項介護サービス給付費収

入、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項介護サー

ビス利用者負担金収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項他会計負

担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

財産運用収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

他会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

雑入、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４６号令和４年度足寄

町介護サービス事業特別会計予算の件を採

決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４６号令和４年度足

寄町介護サービス事業特別会計予算の件

は、原案のとおり可決されました。 

 １５５ページをお開きください。 

 これから、議案第４７号令和４年度足寄

町後期高齢者医療特別会計予算の件を議題

といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 １６６ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項１目賦課

徴収費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款後期高齢

者医療広域連合納付金の第１項１目後期高

齢者医療広域連合納付金、質疑はありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  第３款諸支出

金、第１項１目保険料還付金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目償還金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

１目予備費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １６２ページに

お戻りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項後期高齢者医療保険料、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

一般会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

延滞金、加算金及び過料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項償還金及

び還付加算金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項預金利

子。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項受託事業

収入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５項雑入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４７号令和４年度足寄

町後期高齢者医療特別会計予算の件を採決

します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４７号令和４年度足

寄町後期高齢者医療特別会計予算の件は、

原案のとおり可決されました。 

 １７１ページをお開きください。 

 これから、議案第４８号令和４年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計予算の件を

議題といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 １８２ページをお開きください。 

 歳出から進めます。 

 目で進めます。 

 第１款総務費、第１項１目一般管理費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款施設費、

第１項１目施設管理費、質疑はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款中継設備

費、第１項１目中継設備費、質疑はありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款予備費、

第１項１目予備費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳出総括ありま

せんか。 



― 19 ― 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １７８ページに

お戻りください。 

 歳入に入ります。 

 項で進めます。 

 第１款、第１項事業収入、質疑はありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２款、第１項

負担金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３款、第１項

使用料。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４款、第１項

国庫補助金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第５款、第１項

他会計繰入金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第６款、第１項

繰越金。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第７款、第１項

雑入。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 歳入総括ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 全体に対する総

括ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４８号令和４年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計予算の件を

採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４８号令和４年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計予算の件

は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第４９号令和４年度足寄

町上水道事業会計予算の件を議題といたし

ます。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 ６ページをお開きください。 

 収益的支出から目で進めます。 

 第１項営業費用の１目原水及び浄水費、

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目配水及び給

水費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目総係費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ４目減価償却

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５目資産減耗

費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項営業外費

用の１目支払利息及び企業債取扱諸費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目消費税及び

地方消費税。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目雑支出。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項１目予備

費、質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６ページにお戻

りください。 

 収益的収入に入ります。 

 一括で行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １２ページをお

開きください。 

 資本的収入及び支出一括で行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２ページにお戻

りください。 

 第５条債務負担行為から第９条棚卸資産

購入限度額まで、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４９号令和４年度足寄

町上水道事業会計予算の件を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第４９号令和４年度足

寄町上水道事業会計予算の件は、原案のと

おり可決されました。 

 これから、議案第５０号令和４年度足寄

町国民健康保険病院事業会計予算の件を議

題といたします。 

 提出議案につきましては、既に説明を受

けておりますので、これから質疑に入りま

す。 

 ６ページをお開きください。 

 収益的支出から目で進めます。 

 第１項医業費用の１目給与費、質疑はあ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １０ページ、２

目材料費、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目経費、質疑

はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １４ページ、４

目減価償却費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ５目資産減耗

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  ６目研究研修

費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第２項医業外費

用の１目支払利息及び企業債取扱諸費、質

疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２目患者外給食

材料費。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ３目消費税及び

地方消費税。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ４目雑損失。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第３項特別損失

の１目その他特別損失。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 第４項１目予備

費、質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ６ページにお戻

りください。 

 収益的収入に入ります。 

 一括で行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） １６ページ、資

本的収入及び支出一括で行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） ２ページにお戻

りください。 

 第５条企業債から第１１条重要な資産の

取得まで、質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） これで質疑を終

わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君） 討論なしと認め

ます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５０号令和４年度足寄

町国民健康保険病院事業会計予算の件を採

決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（髙橋秀樹君）  全員の起立で

す。 

 したがって、議案第５０号令和４年度足

寄町国民健康保険病院事業会計予算の件

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 閉会の議決 

○委員長（髙橋秀樹君） これで、本委員

会に付託されました案件の審議は全て終了

しました。 

 これをもって、閉会したいと思います

が、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  異議なしと認

め、本委員会を閉会します。 

 なお、委員会審査報告書の作成について

は、正副委員長に御一任いただきたいと思

いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋秀樹君）  異議なしと認

め、正副委員長により作成します。 

 

◎ 閉会宣告 

○委員長（髙橋秀樹君） これをもちまし

て、予算審査特別委員会を閉会いたしま

す。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時２６分 閉会 
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